
 

令和５年度第１回秋田市中央卸売市場取引委員会会議録 

 

１　日時　　令和５年１１月１日（水）午後２時００分～２時４０分 

 

２　会場　　秋田市中央卸売市場花き棟２階　会議室 

 

３　出席者　　（取引委員）　　　　　　　橋本　正史　委員 

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋田　善直　 〃

       　　　　　　　　　　　　　　　　　松渕　久美　 〃

       　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部　昭裕　 〃

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　政則　 〃

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅石　　薫　 〃

 

              （事務局）  秋田市中央卸売市場　市場長　　　鷲谷　達夫 

              　　　　　         〃 　　市場管理室長　　　山平　喜仁 

              　　　　　         〃 　　市場管理室副参事　高橋　宏英 

                       　　　　　〃　　     　　主席主査　及川　　全 

                  　　　　　     〃             技師　　　小林　優花 

 

４　議題 

  (1) 会議録署名委員の選出について 

　(2) 令和６年秋田市中央卸売市場臨時休開場日について 

 

５　その他 

　　・秋田市公設地方卸売市場業務条例の一部改正について（事務局） 
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第１回中央卸売市場取引委員会会議録 

 

事務局(及川) 　ただいまから、秋田市中央卸売市場取引委員会を開催す

  る。

 　はじめに、定数の確認だが、本日は、委員６名全員が出席

 しているので、秋田市中央卸売市場業務条例施行規則第９８

 条の５の規定に基づき、取引委員会が成立していることを報

 告させていただく。 

    ここからの進行は、橋本委員長にお願いする。

  

橋本委員長 　それでは議題に入る。 

 　はじめに、（１）の会議録署名委員の選出についてだが、

  私から名簿の順に指名することとしてよろしいか。

  

  委員一同 　（了承）

  

  橋本委員長 　今回の署名委員は、松渕委員にお願いする。

  

  松渕委員 　（了承）

  

 橋本委員長 　次に、（２）の令和６年秋田市中央卸売市場臨時休開場日

  について、事務局から説明願う。

  

 事務局 　（事前配布資料「令和６年秋田市中央卸売市場休開場カレ

(鷲谷市場長、 　ンダー（花き部）（案）」により説明） 

高橋副参事)  

  

 橋本委員長 　令和６年はうるう年のため、開場日を１日増やしている。

 例年、お盆期間中の水曜日を臨時休場日としており、今年も

  １６日を臨時休場日としていた。

 　しかし、令和６年の８月１６日は金曜日であり悩んでいた

 が、東京都も仙台市も８月１４日の水曜日は開場しているこ

 とから、流通面等も考慮し、こちらも同日を開場し、１６日

  を臨時休場日とした。

 　１２月２７日（金）が終市となっている点も例年と異なっ

  ている。
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  　委員から何か意見はあるか。

  

  委員一同 　（なし）

  

 橋本委員長 　令和６年の臨時休開場日についての取引委員会としての意

  見は、開設者の提案に異議なしとする。

  　取引委員会からの意見について、開設者から何かあるか。

  

 鷲谷市場長 　それでは、開設者の案のとおり、令和６年の臨時休開場日

  の決定の手続を進める。

  　　

 橋本委員長 　令和６年の臨時休開場日について、関係者へ周知をお願い

  する。

  　以上で案件の(2)について、審議を終了する。

  

  　次に、次第４「その他」に入る。

 　次第に記載されている内容について、事務局から説明をお

  願いする。

  

  事務局（小林） 　（「秋田市公設地方卸売市場業務条例の一部改正につい

  て」を配付資料により説明。

  

  橋本委員長 　ほかに何かあるか。

  

 浅石委員 　令和６年４月からの地方化により、秋田県花卉小売商業協

 同組合が解散となる。それにより、支払いについても、代払

 いしていた当協同組合からあきた市場マネジメントへ変更と

  なる。

 　当協同組合では、営業停止している会社に対する立替え払

  いして、約７００万円の債務が残っている。

 　その債権については、対象の会社に対し継続して請求して

 いるが、当協同組合が解散となった場合、当市場の秋田生花

 (株)とその会社の関係に戻ることが考えられるが、どのよう

  な対応とすべきか。

  

 鷲谷市場長 　その７００万円については、秋田生花(株)へは協同組合か
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 ら支払済みであり、その債務を協同組合が持っているという

  ことか。

  

  浅石委員 　そのとおりである。

  

  鷲谷市場長 　その会社はまだ存在しているのか。

  

 浅石委員 　営業はほぼしていないが、法人として残っており、倒産は

 していない。そのため、損益計上もできず、債権だけが残っ

 ている状況である。それが未解決のまま当協同組合が解散す

  ることを懸念している。

 　過去にも相談したが、代払い制度を運用している以上、協

  同組合が債権を回収すべきとの判断を受けている。

  

 鷲谷市場長 　協同組合の中で、この債権の扱いについて協議しているの

  か。

  

 浅石委員 　この債権については、損益として未計上となっているが、

 組合の解散時、組合員に対しての原資の一部になることか

  ら、どう取り扱うべきか苦慮している。

  

 佐藤委員 　この債権者に対しては、弁護士からの指導もあり、毎年請

  求書を送付しているが、未払いの状況である。

  

 鷲谷市場長 　この内容については、民と民の問題であることから、行政

 は立ち入ることはできない。あとは、協同組合が先方と交渉

  してもらうしかないと考える。

  

 橋本委員長 　それでは、取引委員会を終了する。

 


